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悠久の歴史・景観、実りの大地 笑顔あふれるやすらぎの郷 稲瀬

❏２月の行事予定
場 所時 間内 容曜日日

稲瀬地区交流センター10:00～12:00高齢者学級「スマートフォン教室②」月５

上門岡会館10:00～12:00上門岡ふれあいデイサービス
水７

稲瀬地区交流センター10:00～12:00活き活き百歳体操

親睦生活改善センター10:00～12:00親睦ふれあいデイサービス木８

押切公民館10:00～12:00押切ふれあいデイサービス金９

共越公民館10:00～12:00共越ふれあいデイサービス火13

稲瀬地区交流センター10:00～12:00活き活き百歳体操水14

上台会館10:00～12:00上台ふれあいデイサービス
木15

自治協だより発行

内門岡公民館10:00～12:00内門岡ふれあいデイサービス
水21

稲瀬地区交流センター10:00～12:00活き活き百歳体操

稲瀬地区交流センター10:00～12:00何でも相談窓口支援事業月26

稲瀬地区交流センター10:00～12:00活き活き百歳体操水28

稲瀬地区交流センター10:00～12:00料理教室「発酵食品を使った料理」木29

❏年頭の挨拶 稲瀬町自治協議会会⾧ 亀 甲 直 美

町民の皆様、新年あけ
ましておめでとうござい
ます。今年の年明けは、
石川県で最大震度７を観
測した「能登半島地震」

の発災や、羽田空港での、日本航空と海上
保安庁の「航空機衝突事故」の発生等、穏
やかな新春の空気が一変致しました。これ
まで災害の少なかった稲瀬町ではあります
が、いざという時慌てないような日頃の準
備と心構えを新たにし、年頭をスタートし
て参りたいと思います。
昨年は樺山まつり、町民文化祭、軽トラ

市、空飛ぶフードプロジェクト事業等の地
域づくり事業や生涯学習事業に加えて、敬
老会やふれデイ、新年交賀会などをコロナ

前の規模で実施することが出来ました。ま
た、町民運動会は流れましたが、体育関係
の行事も復活して参りました。これもひと
えに町民各位のご協力によるものであり、
心から感謝を申し上げます。
今年は、新しい地域計画に基づく取り組

みも４年目になります。「笑顔あふれるや
すらぎの郷・稲瀬」の実現に向けて、旧照
岡小学校の閉校に伴う跡地の有効活用や、
稲瀬町の⾧所を生かした新たな事業に挑戦
する第一歩を、市担当課をはじめ町内外の
皆様のご協力を戴きながら、共に踏み出し
て参りたいと思います。
町内６つの各自治会の一層のご協力と、

町民各位のご健勝を祈念致しまして、年頭
の挨拶と致します。



❏料理教室「発酵食品を使った料理」参加者を募集します

➣日時 令和６年２月29日（木）

10:00～12:00

➣場所 稲瀬地区交流センター調理実習室

➣講師 小原 房恵氏

➣対象 稲瀬町民

➣内容 発酵食品を使った料理

・麹納豆

・常備野菜で作るポタージュスープ

➣参加費 600円（材料費）

➣定員 10名（定員になり次第締切）

➣持ち物 エプロン、三角巾、手拭きタオル

➣申込み 参加申込書に記入の上、１月22日

（月）から２月９日（金）の間に

交流センターへお申し込みくださ

い。詳細は別紙チラシをご覧くだ

さい。

【問合せ】稲瀬町自治協議会 電話／65-2441 担当／佐々木

❏各教室に対するご意見ご要望を
お聞かせください

生涯学習事業委員会では、来年度事業
の企画立案の参考とするため、各種教室、
講座等で取り上げてほしい内容を募集し
ております。
また、今までの教室に対するご意見、

ご感想を併せてお聞かせください。事業
の参考にさせていただきます。

❏令和５年度第10回稲瀬町歴史遺産等フォトコンテスト作品を募集中

フォトコンテストの締め切りが
近づいています。町内の皆さまの
ご応募をお待ちしております！！

【応募先・お問合わせ】

稲瀬町自治協議会「フォトコンテスト」係

電話／FAX 0197-65-2441

メール／ inase-kc＠gol.com

❖ 応募作品

どなたでも応募できますが、応募者本人が

撮影した未発表の写真２点以内とします。

カメラの種類は問いません。

応募作品は返却いたしません。

【プリントサイズ】

キャビネ判（２Ⅼ判）以上

ワイド四切判以内

❖審査結果

令和６年３月中旬までに応募者全員に通知

します。入賞作品は、原版フィルム又は、

データ及び別に主催者が準備する所定の書

類を提出していただく場合があります。

❖応募期限

令和６年２月９日（金）必着

北上市稲瀬町の国、県指定史跡（樺山遺跡・国見山廃寺跡・下門岡ひじり塚）及び市指

定史跡等の歴史遺産や、きたかみ景観資産等の四季を通じた風景を題材にした自由作品と

し、令和５年２月１日から令和６年１月31日までに撮影した写真を募集します。



❏令和６年稲瀬町新年交賀会及び
20歳を祝う会が盛会裏に終了

令和６年稲瀬町新年交賀会及び20歳を
祝う会は１月３日（水）、北上孝輝殿で
行われました。
町民の皆様をはじめ、市議会議員や地

元企業の役員、消防団などが出席。新年
の門出を祝い交流を深めるとともに稲瀬
町の更なる発展を祈念しました。

新年交賀会時に上着の忘れ物がありました。
稲瀬地区交流センターで預かっております
ので、心当たりのある方は当センターまで
ご連絡ください。

❏これからの稲瀬の地域づくり
農村RMO事業※の勉強会が１月12日

（金）、稲瀬地区交流センターで行われ
ました。
講師に特定非営利活動法人いわて地域

づくり支援センター常務理事の若菜千穂
氏を迎え、農山村地域の地域づくりや地
域運営のこれからについてお話をしてい
ただきました。また、岩手県において
2023年現在、国の農村型地域運営組織モ
デル形成支援事業を活用し、農村RMOに
取り組んでいる地域の実例を交えながら
活発な意見が出されました。

※農村RMOとは？
複数の集落の機能を補完して農用地保全活動や農業
を核とした経済活動と併せて生活支援等地域コミュ
ニティの維持に資する取組を行う組織のことです。

北上市の「20歳のつどい」は１月７日（日）、北上市文化交流センターさくらホール
で開催されました。
18名の実行委員が中心となり、「大輪の花～そして伝説へ～」をテーマに企画から運

営まで行われました。実行委員⾧の高橋尚子さんは、「家族や友人、先生、地域の皆さ
んなど多くの人に支えてもらった。今度は誰かを支える番。いろいろなことに挑戦し社
会に貢献できる人材になる。」と誓い、八重樫浩文市⾧が、「感謝の心を忘れず、夢や
目標に向かい伝説となるよう活
躍をしてほしい。」と激励しま
した。
市内中学校９校の恩師からの

メッセージも上映され、懐かし
む声や歓喜で会場を沸かせてい
ました。サプライズ企画では地
場産品を景品とするくじ引きも
あり大いに盛り上がりました。
次の世代を担う皆さんの今後

の活躍に期待します。 東陵中学校区の皆さん

❏ 令和５年度
北上市「20歳のつどい」 大輪の花～そして伝説へ～



❏ともしび号巡回のお知らせ
２月27日（火）

くにみ保育園 ９：30～9：50

１ 自分から 明るく笑顔であいさつをします

２ すなおな気持で「ありがとう」

「ごめんない」を言います

３ 家族の一員として進んでお手伝いをします

４ 物を大切にして整理せいとんをします

５ 目標に向かってねばり強く

チャレンジします

❏ the campus 冬のソトアソビの
お知らせ

❏交流センターをご利用される方へ

・申請書の受付は使用日の２か月前からです。
電話での受付は仮予約です。
交流センター窓口で申請書の記入をお願い
します。
(受付時間：午前９時から午後５時まで)

・使用後は、窓口にある使用報告書に記入を
お願いします。

・冬期間は、凍結防止のため水落としをして
いる場合があります。休日や夜間に交流セ
ンターをご利用の際は、不凍栓を開けてか
らご使用ください。使用後は、水落としを
してからお帰りになるようお願いします。

・使用場所の清掃、整頓をお願いします。
・持ち込んだもの、ゴミ等はお持ち帰りくだ
さい。

・火の始末、戸締りを確実に行ってください。

・お帰りの際は、消灯、暖房機のスイッチの
確認をお願いします。

・稲瀬町民の方々の使用料は、ほとんどが免
除になります。利用者の半数以上が町外な
どの場合は、使用料が発生しますので申込
時に確認してください。

・忘れ物が見受けられます。お帰りの際は、
再度ご確認ください。

◎利用時のお願い

いつも交流センターをご利用いただきありがとうございます。
再度ご確認をお願いします。

交流センター敷地内にある下門岡農
村公園のトイレ及び水飲み場は冬期
間は使用禁止となっておりますので
ご注意ください。

下門岡農村公園の利用について

❏北上市社会福祉協議会からのお知
らせ

令和６年能登半島地震で被災された方々
を支援することを目的に義援金の受け入れ
が可能となりました。
義援金支援を希望される方は、社会福祉

協議会稲瀬支部（電話／61-3044）までご
連絡ください。

【問合せ】the campus～トロイカの森～
電話／0197-63-3555
メール／info@the-campus.jp


